
言語差別か否か

Esso石油では当会社のフランス語ウェブサイトで燃料油0.8871ユー
ロ/ℓ、オランダ語のウェブサイトからは0.8750ユーロ/ℓで購入でき
る。これは、貯蔵庫がアントワープ近くにあり、たとえばリエージュ
までは輸送に経費が余計にかかるからという。しかしアントワープで
フランス語をしゃべる人がフランス語サイトから油を購入したら、金
額はフランス語サイトの金額のままで、ブリュッセルだと使用言語に
より金額が全く違ってくる。BRAFCO（ベルギー燃料連盟）は言語
差別ではないが、Essoの料金設定は改善が必要と話している。

新機種登場

2年前からブリュッセルとフランダースを中心に
市場に登場した自動精算機では、紙幣、カード、
食品小切手などを受け取り、おつりも出せる。衛
生面で効果があると、パン屋、肉屋、花屋、薬屋
などで利用され人気を呼んでいる。また、おつり
の間違いをなくしたり、偽紙幣をはじくなど長所
は一杯。しかし店員と客とのコミュニケーション
がかけるとマイナス面もある。いずれにしても設
置に2万ユーロ必要。

王様、お恵みを～

アルベール王は、2011年に比べ10%増えた11,000人のベルギー人
から物乞いをうけ、うち650人が200ユーロの恩恵を受けた。寄付
を受けた人たちは、家賃が支払えない、光熱費が払えない、子ども
の学費が払えないなどの家庭から。彼らの要望書は、宮殿内で処理
された。

謎の強盗

2/18夜、ザベンテム空港で2台の警備車両を使い、8人の
偽装警官がスイス航空のパイロットなどを脅迫し、120
点の荷物を持って逃げた。中身はほとんどがアント
ワープに配送されるダイヤモンド原石で、時価3千700
万ユーロ。アントワープ世界ダイヤモンドセンター
(AWDC)によると、ダイヤモンドの販売は非常に難し
く、海外で加工するのかも知れないとのこと。それにし
ても、どうやって飛行場内に車で入ってこれたのかが疑
問。事件はたった5分の出来事で、銃の発射はなくけが
人も出なかった。

キムおめでた

2012年12月に引退したベルギーテニスの女王キム・クライシュテル
スが2人目を妊娠。出産予定は、USオープン明けの9月半ば。バス
ケットボール選手のアメリカ人の夫は、アントワープ･ジャイアン
ツのアシスタント・コーチに任命されたばかり。
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馬肉は含まれているのか？ 

2/26スウェーデン家具販売店のIKEAが馬肉入りの有無を確認するた
め、ベルギーを含む25カ国のレストラン部門で販売しているミート
ボールを回収した。最初のテストでは馬肉は発見されなかった。ス
ウェーデンの情報によると、ミートボール製造を請け負っている肉
業者Dafgaardの肉には1～10%の馬肉が含まれているが、これは解
体時の混在とはいえないという。IKEAは独自のテストを行う予定。

80歳を超えた寿命

ベルギー人の寿命が延び女性は82.9歳、男性は77.8歳となった。地
方別に見るとフランダースで81.2歳、ブリュッセルで80.6歳、ワロ
ンで78.7歳となっている。ヨーロッパ国内では、女性の寿命はスペ
イン85.4歳、フランス85.3歳、ポルトガル84歳、オーストリア83.9
歳、フィンランドとスイス83.8歳、ルクセンブルグ83.6歳、ドイツ
83.2歳、オランダ83.1歳。男性の寿命はスイス79.9歳、イタリア・
スペイン・オランダ79.4歳、キプロス79.3歳、ルクセンブルグ・ギ
リシャ78.5歳、ドイツ78.4歳、オーストリア78.3歳となっている。

不景気ここにも

2013年8月31日でミニ・ヨーロッパとオセ
アッドが営業を終了することになり、120
人の従業員に影響がでる。ミニ・ヨーロッ
パは、KortrijkかBraine-l’Alleudに移転する話
も出ていたが、経済的理由で実現しなかっ
た。12月31日までには、それぞれの取り壊
しが終わる予定。ミニ・ヨーロッパは3月
16日から最後の開園を開始した。

公衆電話の終焉

旧法では各市町村に最低一台の公衆電話の設置が義務づけられてい
たが、去年の法改正により携帯電話の電波がカバーする地域であれ
ば任意設置へと変更になった。これは携帯電話の通話料金が公衆電
話より安いことと、公衆電話の主な利用対象者（13～77歳）の所持
携帯数が、該当人口を上回ったためである。最終的には、公衆電話
設置会社であるBelgacomが撤廃の有無を決定できることになり、
街中から公衆電話が消える可能性も出てきた。

ストレスな日々

フランダース地域の教育委員会によると、フランダース地域の子
どもたちは過度の宿題によるストレスを感じているという。経済
協力開発機構の調査によると、7～17歳までのフラマンの子どもは
計7,100時間を教室に座って過ごすが、より成績の良いフィンラン
ドでは5,700時間でしかない。また、15歳のフランダースの子ども
は、宿題に平均6.1時間／週を費やしており、フィンランドの3.7時
間、日本の3.8時間と比べると高い数字になっている。これでは放
課後、稽古ごとはおろか友人との時間など自由時間が取れないとし
て、改善を求めるように議会に提案した。


